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20世 紀初頭 の モダニ ズム作 家 の一 人 であ るVirginiaWoolfは 、 イメ ジャ リを重視 す

る作 家で あ り、 その イメ ジャ リは、個 々 の場 面や個 々 の作 品 を超 えた相 関性 を もって体
ゆ

系化 され てい るこ とは本論 以前 に既 に述べ て きた。 本論 で は、 この 「空、陸 、海」 に体

系化 され たVirginiaWoolfの イ メジャ リ宇 宙 に、〃z&1)π 〃oωの の女主 人公Clarissa

Dallowayと7b'勿L勧'勿 πs6の 女 主人公Mrs.Ramsayを 重 ね合 わせ てい くこ とで、

二人 の共通性 と異質性 の本質 をイ メジャ リの側面 か ら裏付 け てい きたい。

〃鳳Do〃oω の・(1925)と7b'勉 傷g玩 勿πsθ(1927)は 、作者 の 中期 円熟期 に相 次 いで

書か れ、 いずれ も彼女 の代表 作 であ るの み な らず、パー テ ィ をひ ら く女 主人公 を と りあ

げ る とい う共 通の主題 を担 って い る。 しか も、 この二人 の女主 人公 は、 一方 は、孤独 と

死 に魅せ られ つつ も生 の 中に踏み とどま り、他 方 は、人 間同士 の結 びつ きに情 熱 を燃や

しつ つ その死 までが描 か れて い るの で あ る。 こ こでは、 彼女 た ち を表 す イ メー ジを、

「空、 陸、海」に分 類 して考察 してい くこ とに よって、 この二人 の女主 人公の本質 を明 ら

かに してい く。

ClarissaDallowayとMrs.Ramsayは 外 面的 には非常 に よ く似 た状況 に ある。中年 か

ら初 老 にかけ ての まだ若 さ と美 しさを とどめ た女性 で、共 に社会 的地位 の あ る夫に愛 さ

れ、子供 もあ り、パー テ ィ をよ くひ らい ては人々 を集め る社 交 的 な女性 で もあ る。 この

よ うな二人 の女性 は、現実 の生 を表 す 「陸」 に属す るさ まざ まな イメー ジに よって特徴

づ け られて い る。華や か な社 交 的 な女 性で あ るClarissaは 、随所 に その冷 やや か で硬 い

側 面が 「槍 」や 「鉄」 「火打 ち石 」 「ナ イフ」 「氷柱」 の イ メー ジで語 られて い る。

Shewasstraightasadart,alittlerigidinfact(p,85)

Thatwasherselfpointed;dartlike(p.42)

ShewasIikeiron,likeflint,rigidupthebackbone(p.72)

Sheslicedlikeaknifethrougheverything(P.10)

Clarissawasascoldasanicicle(p.90)

これ らの イメー ジの 多 くは、若 い頃のClarissaに 失恋 し、今 尚、彼女 を忘 れか ねて訪ね

て くるPeterWalshを 通 して主観 的 に語 られ るこ とが 多い とは いえ、それに とどまらな
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い 彼 女 の 本 質 をつ い て い る と言 え よ う。 彼 女 の 「冷 た さ」(coldness)に つ い て の 記 述 は

他 に も 多 い。

Butsheistoocold(p.49)

Thiscoldness,thiswoodenness,somethingveryprofoundinher(p。68)

Cold,heartless,aprude,hecalledher(P.10)

彼 女 の こ の 「冷 た さ」 は どの よ う な 質 も の で あ るの か を さ ら に 考 え て い く と、"some

contractionofthiscoldspirit"(p.36)か ら夫 を拒 ん だ こ とが あ る と彼 女 自 ら告 白 して

の

い る よ うに 、彼 女 のcoldspiritに は 、結 婚 生 活 が 深 くか か わ っ て い る。 帰 宅 の遅 い 国会

議 員 の 夫 は 妻 の 大 病 以 来 寝 室 を別 に して い る。 深 夜 、 孤 独 感 を読 書 で紛 らせ よ う とす る

彼 女 は 自 ら を、 女 性 と して の 暖 か く成 熟 した魅 力 に 欠 け 、 夫 を冷 た く拒 み 、 夫 との 肉体

的 充 足 感 も心 の繋 が り も も ち に くい女 性 で あ る と痛 切 に 感 じて い る。 そ の よ う な彼 女 を

表 す典 型 的 イ メー ジ と して 、 彼 女 は 、 結 婚 生 活 が 長 い に もか か わ らず 「処 女 」 「修 道 女 」

の イ メー ジで 語 られ る の で あ る。

Shecouldnotdispelavirginity(P.36)

Shemadetohideherdress,1ikeavirginprotectingchastity,respectingprivacy

(P.45)

Virginity_whichclungtoherlikeasheet(p.36)

Shefeltlikeanunwhohaslefttheworldandfeelsfoldroundherthefamiliarveils

andresponsetoolddevotions(P.33)

Likeanunwithdrawing(p.35)

「処 女 性 」 も 「修 道 女 」 もい ず れ も結 婚 生 活 とは相 容 れ な い イ メー ジ で あ る
。 結婚 しな が

ら こ の よ う な イ メー ジ で 語 られ る彼 女 は 、夫 とだ け で な く、一 人娘 のElizabethと も う ま

くい っ て い な い。 又 、再 会 したPeterWalshの 想 い を感 じつ つ 結 局 は 傍 観 者 的 な立 場 を

くず せ な い 。 こ の よ うに 、 彼 女 が 最 も愛 して い る は ず の 人 々 との心 の 繋 が りが 感 じ られ

な いClarissaは ま さ に"Iamaloneforever"(P.53)と 嘆 じざ る をえ な い状 況 に あ り、

そ の 原 因 は 、"whatshelacked_.was...somethingwarmwhichbrokesurfacesand

rippledthecoldcontactofmanandwoman,orofwomentogether"(p.36)と 語

られ て い る。 人 々 が 感 じ、 また 、Clarissa自 身 の 感 じて い る一 連 の イ メー ジは ま さ に 、

coldnessを 連 想 させ る もの で あ る。 しか も、Clarissaは 自 ら のcoldnessを 自覚 しつ つ

も、 そ れ を嫌 悪 し、 成 熟 した 女 性 の もつ 暖 か さ に あ こが れ て い る。 そ して 、 孤 独 を 自覚

しつ つ も それ に 耐 え られ な いClarissaは 、人 間 的 繋 が りを求 め てパ ー テ ィ をひ ら くとい

う点 に お い て 、Mrs.Ramsayと 繋 が って い くの で あ る。

Clarissaのcoldnessに 対 し、Mrs.Ramsayが 人 々 に 与 え る 印 象 は 暖 か く豊 か な もの

で あ る。 た え ず 、 人 々 に"OMrs.Ramsay!dearMrs.Ramsay...Mrs.Ramsay,of

course!"(p.68)と 呼 び掛 け ら れ る彼 女 は次 の よ うに 語 られ て い る。

Shehadbeenadmired.Shehadbeenloved._Men,andwomentoo,lettinggothe
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multiplicityofthings,hadallowedthemselveswithherthereliefofsimplicity.

(P.68)

Clarissaが 、 自分 の 殼 に 閉 じこ も る未 成 熟 で硬 く冷 た い 「処 女 」 の イ メー ジ とす る と、

Mrs.Ramsayは 、 人 々 か ら頼 りに され る成 熟 した 「女 性(woman)」 の イ メー ジで 語 ら

れ て い る。

Thecharmofawoman,notagirl(p.54)

Theycametoher,naturally,slnceshewasawoman,alldaylongwiththisandthat;

onewantingthis,anotherthat.(p.54)

息 子 のJamesが 雨 で 明 日は 灯 台 へ 行 け な い か も しれ な い と意 気 消 沈 して い るの を力 づ

け、 夫 が 必 要 とす る と きに は いつ も傍 に 行 き、 滞 在 客 の 一 人 が 場 違 い な気 分 で あ れ ば 一

緒 に 町 に行 か な い か と誘 い の 声 をか け 、画 家 のLilyBriscoeの た め に モ デ ル に な っ て窓

辺 に す わ り、独 身 のLilyと 同 じ く独 身 の 別 の滞在 客 との 縁 結 び を し よ う とす る。一 人ぼ

っ ちの 人 間 を慰 め 、 結 び つ け 、"Theymustmarry"(P.96,P。113.etc.)と 口癖 の よ う

に 言 い な が ら 縁 結 び を 企 て るMrs.Ramsayの 姿 勢 は ま さ にLilyの 言 う ご と く

"Giving
,giving,giving"(p.232)に 他 な らな い 。 そ の よ うに、 人 々 に 頼 りに され 、 人 々

の 悩 み を吸 い 取 って くれ るMrs.Ramsayを 表 す 典 型 的 な イ メー ジ は"sponge"で あ り

"link"
、"nurse"で あ る。

Sheoftenfeltshewasnothingbutaspongesoppedfullofhumanemotions.(p.54)

Beyondashadowofadoubt,byherlaugh,herpoise,hercompetence(asanurse

carryingalightacrossadarkroomassuresafractiouschild)(p.63)

She[云 θ.,Lily]hadnoattachmenthere,.-asifthelinkthatusuallyboundthings

togetherhadbeencut(p.227)

以 上 の イ メー ジ は い ず れ も、 人 々 の 悩 み を吸 い取 り、 人 々 を癒 し、 人 々 の 間 を繋 ぐイ メ

ー ジ で あ り
、個 々 に は 孤 独 に在 る人 間 同士 の 結 び付 き を復 活 させ よ う との 試 み が そ こ に

　

は感 じられ、 それが、人々 に暖か いイ メー ジを抱 かせ る理 由で もある。

この ようなClarissaとMrs.Ramsayの イメー ジに よる相違 は、彼女 た ち二 人が共通

の イ メー ジで描 かれて いる時 で さえ顕著 で ある。 その共通 の イメー ジ とは、「子供」 「眠

り」 「女 王」の イ メー ジであ る。 まず、 子供 の イ メー ジにつ いて考 えてみた い。子供 の よ

うな とい う場合、 いず れ も大 人 と比較 されて、未 だ大人 の汚れ を知 らぬ無垢 で純粋 な と

い う意 味 と、大 人 と しての成 熟 に達 してお らず未 熟 で我儘 な とい う意味 が あるが、Claris・

saの 場合 を考 えてみた い。Clarissaは 以下 の よ うな子供 の イ メー ジで語 られて いる。

1ike_achildexploringatower(p.35.)

この子供の イ メー ジは、先 に述べ た彼女の 「処 女性」や 「修 道女」 の イメー ジと同 じ場

面 で同 じ用 い られ方 をして いる為 に、一人前 の女性 としての成熟 をして いない とい う意

味合 いで描か れ てお り、彼 女 のcoldnessを 描 く一 連の イ メー ジの一 つ と考 え られ る。
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"shealwaysfeltalittleskimpy
_schoolgirlish"(P.8)も 同 様 で あ る。 一 方 、Mrs・

Ramsayに も 同 じ子 供 の イ メー ジが 次 の よ うに 用 い られ て い る。

Shewaschildlike(p.81)

Howchildlike,Howabsurdshewas(p.157.)

Shecouldtrustherselftoitutterly_asachildstaringupfromitspillow(p.164.)

Instantly,fornoreasonatall,Mrs.Ramsaybecamelikeagirloftwenty,fullof

gaiety(p.180.)

こ れ らの 子 供 の イ メー ジ は 決 して 子 供 の 未 成 熟 な 面 を描 い て い る の で は な くて 、 子 供 の

持 つ 無 邪 気 な 陽 気 さが 示 され て 、Mrs.Ramsayの 魅 力 を形 づ くっ て い る と言 え る。

こ の よ うに 、 同 じイ メー ジが 用 い られ なが ら、 彼 女 た ち 二 人の 異質 性 を表 す もの の一

つ に 眠 りの イ メー ジが あ る。Clarissaは 叫 び 声 を あ げ る時"asasleeperinthenight

startsandstretchesahandinthdarkforhelp"(P.53)と 描 か れ て い る。 闇 の 中 で

悪 夢 か ら 目覚 め 叫 ぶsleeperの イ メー ジ は 、夫 と寝 室 を別 に して 、眠 れ ぬ 夜 を孤 独 に過 ご

すClarissaと 重 な り 合 っ てClarissaの 孤 独 を 浮 き 彫 り に す る。 こ れ に 対 し、Mrs.

Ramsayの 眠 りは"likeapersoninalightsleep._Howsatisfying!Howrestful!"

(p.186.)と 、Clarissaと は 対 照 的 に や す ら ぎ と満 足 感 を も っ て語 られ て い る。 この 場 面

は 特 に彼 女 が 女 主 人 役 をつ とめ て成 功 した 晩 餐 の 後 の 充 足 感 が 描 か れ て い る場 面 で あ る

た め 、 同 じ眠 りの イ メー ジで 語 られ なが らClarissaの 孤 独 感 とは無 縁 で あ る。

さ らに 、 彼 女 た ち を描 く共 通 の イ メー ジの 一 つ に 「女 王 」 が あ る。 外 見 的 に は 、 こ の

イ メー ジ は二 人 に ぴ っ た り当 て は ま る。 パ ー テ ィ を開 き、 人 々 の 中心 的 存 在 とな る社 交

夫 人 で あ る二 人 は ま さ に女 王 の イ メー ジで あ る。 しか し、 この 女 王 の イ メー ジに も、 こ

れ まで 述 べ て きた二 人 の違 いが 表 れ て い る。 周 囲 の 人 間 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 欠 く

孤 独 な 女 王Clarissaは"likeaQueenwhoseguardshavefallenasleep,andlefther

unprotected"(p.49)と 孤 独 で は あ る が毅 然 と し た女 王 の イ メー ジ で描 か れ 、その よ う な

孤 独 な彼 女 に とっ て 、人 との コ ミュ ニ ケー シ ョ ン をは か る こ とは"battle"(p.50)と 語 ら

れ ね ば な らな い の で あ る。こ れ に 対 して 、Mrs.Ramsayの 女 王 の イ メー ジ に 王 者 の孤 独

は 見 られ な い。 彼 女 は 次 の よ う な女 王 の イ メー ジ で語 られ て い る。

And,likesomequeenwho,findingherpeoplegatheredinthehall,100ksdownupon

them,anddescendsamongthem,andacknowledgestheirtributessilently,and

acceptstheirdevotionandtheirprostrationbeforeher_shewentdown.

(pp.128-129.)

spongeやlinkの イ メー ジ で 語 ら れ て き たMrs.Ramsayは こ こ で も人 の 中 心 に 在 り、

人 々 に か しず か れ て 充 足 す る幸 福 な 女 王 と描 か れ て い るの で あ る。 しか も、 孤 独 で あ ろ

うが 人 々 に取 り囲 ま れ て い よ うが 、ClarissaもMrs.Ramsayも 共 に 女 王 の イ メー ジ が

ふ さ わ し い の も確 か で あ る 。
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女 王 と して の共 通 性 以 外 に も この 二 人 の 女 性 に は共 に情 熱 的 な 面 が 垣 間 見 られ 、 それ

は"pampassgrass"と い う共 通 の イ メー ジ で表 され て い る。Clarissaは 昔 の 恋 人Peter

Walshと 久 方 ぶ りに再 会 し、Peterが 衝 動 的 な 涙 をみ せ た時 、突 然 激 しい情 熱 に と ら え ら

れ て 次 の よ う に描 か れ て い る。

AndClarissahadleantforward,takenhishand,drawnhimtoher,kissedhim-

actuallyhadfelthisfaceonhersbeforeshecoulddownthebrandishirlgof

silver-flashingplumeslikepampassgrassinatropicgaleinherbreast.(p.52.)

直 後 に は い つ ものcoldnessが よ み が え っ て、この 場 面 を終 って し ま っ た劇 に そ して 自分

を傍 観 者 的 な劇 の 観 客 に な ぞ らえ るClarissaで は あ る が 、 た とえ一 瞬 に し ろpampass

grassと 共 に 描 か れ る情 熱 は 否 定 出来 な い。Mrs.Ramsayの 同 じ側 面 もや は りpampass

grssと 共 に 描 か れ て い る。

Andheseizedherhandandraisedittohislipsandkisseditwithanintensitythat

broughtthetearstohereyes,andquicklyhedroPPedit,

Theyturnedawayfromtheviewandbegantowalkupthepathwherethe

silver-greenspear-1ikeplantsgrew,arminarm.Hisarmwasalmostlikeayoung

man'sarm,Mrs.Ramsaythought,thinandhard,andshethoughtwithdelighthow
(4}

stronghestillwas_(pp.110-111)

夫 を 慰 め よ う と追 っ て き たMrs.Ramsayはpampassgrassを 背 景 に 夫 に 対 して 若 い 頃

の 情 熱 を よみ が え らせ る。 こ の 二 人 の 女 主 人 公 に お い て 、pampassgrassは 共 に 、 男女

の 間 に お こ る衝 動 的 で 突 発 的 な 情 熱 的 感 覚 を表 して い る。 そ して 、 こ の 感 覚 は 日常 の 彼

女 た ち が め っ た に 知 覚 しな い もの で 、 しか も、 瞬 間 的 に 消 え去 っ て い くも の で は あ るが 、

紛 れ もな く彼 女 た ち に共 通 す る激 しい 一 面 で もあ る。

pampassgrassの イ メー ジは む しろ例 外 的 感 情 で は あ る が 、 彼 女 た ち を典 型 的 に 表 す

植 物 の イ メー一ジに つ い て も考 え て い き た い。 娘 のElizabethが 溌 刺 と して 生 命 力 溢 れ 空

へ 向 か って 伸 び る"poplartrees"(p.148.)と 描 か れ るの に対 し、Clarissaに 生 命 の 木

の イ メー ジ は用 い られ て い な い 。

fortheshockofLadyBrutonaskingRichardtolunchwithouthermadethemoment

inwhichshehadstoodshiver,asaplantontheriverbedfeelstheshockofa

passingoarandshivers:sosherocked:sosheshivered.(P.40。)

Clarissaが 植 物 の イ メー ジ で 描 か れ る時 、 それ は生 命 の 木 ど こ ろか 、 現 実 の生 で あ る大

地 に根 ざす 植 物 です ら な い。 た よ りな げ に 川 床 で揺 れ る水 草 で あ る。 そ れ は 、 孤 独 で 、

生 よ り も死 に 惹 か れ て い るClarissaに ふ さ わ し い イ メ ー ジ と言 え よ う。 こ れ に 反 し、

spongeやlinkの イ メー ジ で描 か れ る 暖 か く豊 饒 なMrs.Ramsayは 次 の よ う な植 物 の

イ メー ジ で描 か れ て い る。

James_feltherriseinarosy-floweredfruittreelaidwithleavesanddancing

boughs(P.63)
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大地 に しっか りと根 ざす 生命 の木 こそ彼 女 にふ さわ しい イ メー ジであ る。彼女 は また、

"likeatreewhichhasbeentossirlgandquiveringandnow
,whenthebreezefalls,

settles,1eafbyleaf,intoquiet."(p.182.)と い う風 に、木 の イメー ジで描 かれて い る。

次 に、陸 の生物 と しては最 も空に近 い、 鳥の イ メー ジにつ いて考 えてみ たい。以前拙

稿 で分 類 したよ うに、太 陽 は空の 中心 に在 って苛酷 な時計 の時間 を表 し、 鳥 は時 として

その攻 撃性 を発揮 して、 時計 の時間 の不 可逆性 を残虐 に提示 す るが 、鳥の この特質 は、
くらエ

ニ 人 の 女 主 人 公 よ り も、Mr.Ramsayを 描 くイ メー ジ に顕 著 で あ る。こ れ に 対 し、二 人 の

女 主 人 公 を描 く鳥 の イ メー ジ は 、 む し ろ地 上 の 生 物 と して の側 面 が 強 い。 隣 人 の 目か ら

見 たClarissaを 描 く"atouchofthebirdabouther,ofthejay,blue-green,1ight

vivacious"(p。6.)で は 、 陽 気 で む しろ け た た ま しい か け す と重 ね合 わ さ れ て い る の は 彼

女 の 外 見 で あ る。 しか し、"herlook_asabirdtouchesabranchandrisesand

fluttersaway"(p.48.)や"theninthemorning,flirtingupanddownlikeawagtail

infrontofthehouse"(p.170)で は 、 鳥 の 地 上 か ら羽 撃 い て は舞 い 降 りる軽 や か な動

作 に 、先 に述 べ た 川 床 の水 草 に似 て ど こか 大 地 に 根 ざ し え な いClarissaの 不 安 定 な脆 さ

く　ラ

が 描 か れ て い る。Mrs.Ramsayも ま た、 鳥 の イ メー ジ で語 られ て い る。

allhadfoldeditselfquietlyabouther,...as,afteraflightthroughthesunshinethe

wingsofabirdfoldthemselvesquietlyandtheblueofitsplumagechangesfrom

brightsteeltosoftpurple.(P.48.)

こ こ で は 、 羽 をや す め て い る鳥 の静 け さ が 描 か れ て い る。 さ らに 、 彼 女 は 次 の よ うに 鳥

の イ メー ジ で描 か れ て い る。

Hersinglenessofmindmadeherdropplumblikeastone,alightexactasabird

(P.49.)

Shewaslikeabirdforspeed(p.160.)

Shehoveredlikeahawksuspended(p.162.)

Here,shefelt...wasthestillspacethatliesabouttheheartofthings,whereone

couldmoveorrest...likeahawk(p.163.)

こ れ らの 鳥 の イ メー ジ は 、 鳥 の速 さや 軽 や か さ と共 に 、 静 止 す る瞬 間 の 鳥 の 、 羽 を休 め

る とい う陸 の 住 人 と して の 側 面 を明 らか に して い る。そ して 、最 もMrs。Ramsayら し い

鳥 の イ メー ジ は"hen"(P.37.)で あ り、"shewas_forcedtovailhercrest"(P.160.)

と描 か れ る。 鳥 で あ りな が ら空 を飛 べ な い。 め ん ど りは ま さに 地 上 の 生 き もの で あ り、

そ の 特 質 は 家 族 を ま も る こ とに あ る と い う意 味 で ま さ にMrs.Ramsayに ふ さ わ しい と

　

言え る。

ここまで述べ て きたのは、以前拙稿 で分類 したVirginiaWoolfの 陸、空、海の イ メジ

ャ リの 中で地上即 ち陸 に属す るものであ る。 これ らの イメ ジャ リは、空や 海の それ よ り

も、 よ り直裁的 に彼女 た ちの特 質 を辿 るイ メジャ リで あ る。 そ して、陸 に属 す るイ メー
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ジで描かれる彼女たちはそれぞれに孤独 を抱 きなが ら、人間同士の結びつ きを求めてパ
　

一 テ ィをひ らいてい く共通 性 をもちつつ も、Clarissaは 孤独 とcoldnessと い う側面 か ら

描 かれ、他 方Mrs.Ramsayの 方 は人々 を結 びつ け る1inkと しての側面 が暖か さの イ メ

ー ジ と して捉 え られて い る。

この よ うに陸 の住 人 と して描 かれ て きた二 人の女主 人公 に対 して、空 は どの よ うな影

響 を与 えて い るのであ ろ うか。 空に最 も近 い鳥の イ メー ジ以上 に彼女 た ち 自身が空 の イ
(9)

メー ジで描 かれ るこ とはな い。既 に論 じたよ うに、 空は太 陽 と雲 に よって構 成 され て、

太 陽は苛酷 な時計 の時間 を表 し、雲 はその時計 の時 間の苛酷 さを強調 して、 生の移 ろ い

やす さを露呈 させ る役 割 を果 た して い る。 班鳳D認 α〃の に お いて、 太 陽は 「日時計 」

("dia1"P.34)と して"thedwindlingoflife"(P.34)を 露呈 しつつ 、作 中に繰 り返 して

鳴 り響 くBigBenの 音 と呼応 す る。雲 は、老 い と死 に毅 然 と立 ち向か う老女 の頭上 を流
　 　

れて、老女が経てきた苛酷 な生の移 ろいを示す。7b伽L忽 励oπs6に おいては、灯台

行 きを計画す る午後か ら夜への半 日と、十年の歳 月とMrs.Ramsayの 死 を象徴的に描

く一夜 と、灯台行 きを果たす十年後の午前中の半 日とい う構成の中に、太陽の運行によ

る逆行 しえない時計の時間が露呈 されている。 これ らの空のイメージは、時計の時間に

さらされて孤独 に在 りつつ老いと死が不可避であるという二人の女主人公の置かれた基

本的な状況 を浮 き彫 りにす る役割 を果た しているのである。

空の太陽が苛酷な時計の時間 を表 し、それにさらされた陸が、現実の生 を象徴 してい

るのに対 し、海が表すのは、死 と、死の彼方に見られるvisionの 世界であることも、既
(11)

に述 べ た。 苛 酷 な 時 計 の 時 間 に さ ら され て孤 独 に在 るClarissaとMrs.Ramsayが 催 す

パ ー テ ィ は、 そ もそ も、 生 の 中 に在 りな が ら海 を視 界 に お さ め る こ とで 成 立 す る世 界 で

あ る。 パ ー テ ィ の 目的 は 、 生 き て い る 間 は 決 し で 垣 久 的 に は 得 られ な い 故 に 束 の 間

(momentary)で も 捉 え た い ヴ ィ ジ ョン と してVirginiaWoolfが 特 別 の 意 味 を こめ る

「瞬 間(moment)」 の 実 現 に あ る と言 え る
。 二 人 の 女 主 人 公 の 眼 は 、 ヴ ィ ジ ョ ンの 恒 久 的

実 現 の世 界 で あ る海 に 、 畏 れ と憧 れ を こ め て そ そ が れ て い る。 しか し、 彼 女 た ちの 海 の

イ メー ジ は、 このmomentaryvisionと し て の 「瞬 間 」 と関 連 して 描 か れ て い る こ とが

多 い。

自 らの 老 い と"thedwindlingoflife"を し き りに感 じ るClarissaは 、 苛 酷 な時 計 の

時 間 の支 配 を束 の 間逃 れ て素 晴 ら し い 「瞬 間 」を捉 え る こ と を夢 見 て"diver'う の イ メー ジ

で 語 られ て い る。

asshestoodhesitatingonemomentonthethresholdofherdrawing-room[云6,the

placeofcommunication],anexquisitesuspense,suchasmightstayadiverbefore

plungingwhiletheseadarkensandbrightensbeneathhim,andthewaveswhich

threatentobreakbutonlygentlysplittheirsurface,ro11andconcealandencrustas

theyjustturnovertheweedswithpear1.(pp.34-35.)
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さ らに 、Clarissaは 、 今 宵 パ ー テ ィ で 着 る海 色 の 夜 会 服 を繕 い なが ら、 心 の 重 荷 を最 終

的 に お ろせ る安 ら ぎ と して の 死 と、 そ の 彼 方 に垣 間 見 え る ヴ ィ ジ ョン の世 界 に 思 い を馳

せ て い る。

Quietdescendedonher,calm,content,asherneedle,drawingthesilksmoothly

toitsgentlepause,collectedthegreenfoldstogetherandattachedthem,verylightly,

tothebelt.Soonasummer'sdaywavescollect,overbalance,andfall;collectand

fal1;andthewholeworldseemstobesaying"thatisall"_.Fearnomore,saysthe

heart,committingitsburdentosomesea,whichsighscollectivelyforallsorrows,

andrenews,begins,collects,1etsfal1.(p.54.)

そ し て 、Clarissaの 緑 色 の 夜 会 服 と同 じ く海 を 連 想 させ る もの と し てMrs.Ramsayの

"greenshaw1"(p
.104.)が あ る。 こ れ も又 、 夫 の 求 め に 応 じて 彼 を包 み 込 も う とす る彼

女 の 、 人 間 関 係 の和 の 中 に 「瞬 間 」 を達 成 し よ う とす る姿 勢 を表 す 効 果 的 な小 道具 とい

え る。

さ ら に、 この 海 色 の 夜 会 服 を ま とっ て パ ー テ ィ に 出 たClarissaは 「人魚(mermaid)」

の イ メー ジ で 語 られ て い る。

AndnowClarissaescortedherPrimeMinisterdowntheroom,prancing,

sparkling,withthestatelinessofhergreyhair.Sheworeear-rings,andasilver-

greenmermaid'sdress。Lollopingonthewavesandbraidinghertressessheseemed,

havingthatgiftstill;tobe;toexist;tosumitallupinthemomentasshepassed;

turned,caughtherscarfinsomeotherwQman'sdress,unhitchedit,1aughed,allwith

themostperfecteaseandairofacreaturefloatinginitselement.(p.191.)

パ ー テ ィ た け な わ の 時 、 首 相 と腕 を組 ん で 人 々 に 挨 拶 して ま わ るClarissaの 充 足 の 「瞬

間 」 に あ らわ れ る人 魚 の イ メー ジ も又 、"Butagehadbrushedher;evenasamer・

maid"(p.191.)と 描 か れ て 、 生 きて い る限 りは 人 は時 計 の 時 間 の 支 配 か ら は免 れ得 な い

こ とが 語 られ る。 しか も、 た とえ 束 の 間 に せ よ、 ヴ ィ ジ ョン の世 界 の体 験 とそ の 充 足感

は海 の 人 魚 とい う イ メー ジ と共 に確 か に 実 在 した の で あ っ た。

Mrs.Ramsayの 場 合 も同 じ く、 デ ィ ナ ー パ ー テ ィ に お け る 「瞬 間 」の達 成 を求 め て い

る様 子 は海 の イ メー ジ と共 に描 か れ る が 、これ を辿 る前 に 、彼 女 の 場 合 は まず"ghost"の

イ メー ジ を と りあ げ た い 。Mrs.Ramsayは 、 デ ィ ナ ー パ ー テ ィ の さ中 と、彼 女 の 死 後 の

二 度"ghost"の イ メー ジで 表 さ れ て い る。 デ ィナ ー パ ー テ ィ で は 次 の よ うに描 か れ る。

glidinglikeaghostamongthechairsandtablesofthatdrawing・roomonthebanks

oftheThameswhereshehadbeensovery,verycoldtwentyyearsago;butnow

shewentamongthemlikeaghost;(pp.136-137.)

「彼 女 は 変 って し ま っ た の に
、ほ か な らぬ あ の 日が 、今 で は 美 し く停 止 して 、 この 永 い年

月 の 間 、そ の ま ま そ こ に あ っ た か の よ うに 、す っ か り彼 女 を魅 了 して し ま っ た」(p.137.)

と描 か れ て い る こ の 場 面 は 、 現 在 の パ ー テ ィ で の 「瞬 間 」 で は な いが 、 明 らか に 時 間 を

超 え て 記 憶 に 甦 る過 去 の 美 しい 「瞬 間」 で あ り、 時 空 を こ え て 彼 女 が そ れ を体 験 出来 る
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の は 、 時 計 の 時 間 に もは や 拘 束 され る必 要 の な い 「幽 霊 」 の イ メー ジ故 で あ る。 さ らに 、

Mrs.Ramsayは 、 自 らの 死 後 に 「幽 霊 」と してLilyの 前 に 現 わ れ て い る。 自分 を暖 か く

包 み 込 ん で くれ たMrs.Ramsayの 死 に よ る喪 失 感 か ら立 直 れ ず 、 絵 が 描 け な いLilyの

前 に 現 わ れ るMrs.Ramsayの 幽 霊 はLilyが 求 め て い た 芸 術 上 のvisionの 世 界 へ と彼

女 を い ざ な う役 割 を果 た して い る。

OhMrs.Ramsay!she[云 θ.,Lily]calledoutsilently,tothatessencewhichsatby

theboat,thatabstractonemadeofher,thatwomaningrey,asiftoabuseherfor

havinggone,andthenhavinggone,comebackagain_.Ghost,air,nothingness,a

thingyoucouldplaywitheasilyandsafely(p.275)

「幽 霊 」は
、 現 実 の 生 を表 す 「陸 」の 住 人 で は な い。 こ の 幽 霊 の イ メ ー ジ は 、 実 在 の 肉体

を もた な い幻 の 存 在 で あ るの み な ら ず 、 時 空 の 束 縛 を超 え て 充 足 の 「瞬 間 」 を体 験 出 来 、

そ して 当然 死 の 連 想 を と も な う こ とに よ り、 海 の イ メー ジ と重 な り合 う部 分 が き わ め て

多 い と い え る。

次 に 、 デ ィ ナ ー パ ー テ ィ に お け るMrs.Ramsayの 海 の イ メー ジ を考 え て い く と、 「水

夫(sailor)」 の イ メー ジ が まず 用 い られ て い る。

asasailornotwithoutwearinessseesthewindfillhissailandyethardlywantsto

beoffagainandthinkshow,hadtheshipsunk,hewouldhavewhirledroundand

roundandfoundrestonthefloorofthesea.(P.131。)

さ ら に 、 デ ィナ ー パ ー テ ィ の 成 功 は 海 の イ メー ジ と共 に描 か れ て い る。 テ ー ブ ル の 蝋 燭

が 灯 され 、 外 の 闇 を 閉 め 出 す 時 、 海 の イ メー ジ と共 に 「瞬 間 」 が 訪 れ る。

Nowallthecandleswerelit,andthefacesonbothsidesofthetablewerebrought

nearerbythecandleIight,_.

Somechangeatoncewentthroughthema11...theywereallconsciousofmaking

apartytogetherinahollow,onanisland;hadtheircommoncauseagainstthat

fluidityoutthere.(PP.151-152.)

さ ら に 、 自 らつ く りあ げ た 「瞬 間 」 の 満 足 感 に 酔 うMrs.RamsayはClarissaと 同 じ く

diverの イ メー ジ で 描 か れ て い る。

asonepassesindivingnowaweed,nowastraw,nowabubble,shefeltagain,

sinkingdeeper,asshehadfeltinthehallwhentheothersweretalking,Thereis

somethingIwant-somethingIhavecometoget.(p.183.)

こ れ こそMrs.Ramsayが 望 ん で い た 状 態 、 ま さ に 「瞬 間 」の 実 現 で あ る と語 られ る。 こ

の 二 人 の 女 主 人 公 が パ ー テ ィ に お い て 「瞬 間 」 を実 現 した 際 の イ メー ジ に は 、 死 の 投 影

は な い 。 「瞬 間 」とは 束 の 間 に せ よ生 の た だ 中 に 実 現 す る もの だ か らで あ る。 そ れ 故 、 生

を望 み つ つ も、 大 切 な もの を護 る ため に は 死 を選 び と る しか な か っ たSeptimusが 同 じ

海 の イ メー ジ で も、"drawnedsailor"(P.96.,P.201)と 描 か れ て 、 自殺 を選 ぶ の とは対

照 的 で あ る。 「瞬 間 」を実 現 してvisionの 海 を漂 う彼 女 た ち は 、海 で死 ぬ こ とは な く、 海
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を 自由に泳 ぎ回 る海 の住 人 なので あっ た。 そ して、 この よ うな形 で二 人の女 主人公 は 同

じよ うに、 自 ら死 を選 び とるこ とな く、momentaryvisionと しての 「瞬 間」を手 に入 れ

た ので あった。現 実 の生 を表す 「陸」の イメー ジよ って は、 それ ぞれ 「冷 たさ」 「暖 か さ」

といった異 な る側 面 が強調 されつ つ、 共 に 「空」 の太 陽が表 す時 計の時 間 に否応 な く拘

束 され なが らmomentaryvisionと しての 「瞬 間」 をパー テ ィー の 中で実現 して 「海」

の イ メー ジで語 られ る とい う様 に 中期代 表作 の女 主 人公 の特 質 は イメ ジャ リの世 界 に よ

って も見事 に裏付 け られ てい るの であ る。

注

〃7s.Dα 〃oω の ノ,7b漉 εL忽 玩 加 πs6の 引 用 はHogarthPressのUniformEditior1に よ る 。

(1)(ゾ.,拙 稿 、 「空 、 陸 、 海 、 ヴ ァ ー ジ ニ ア ・ウ ル フ の イ メ ジ ャ リ研 究 」(大 手 前 女 子 大 学 論

集 第27号1993)

(2)Clarissaと 夫 と の 現 在 の 関 係 は 次 の よ う に 語 ら れ て い る 。

Narrowerandnarrowerwouldherbedbe.Thecandlewashalfburntdownand

shehadreaddeepinBaronMarbot's〃 翻o然_.FortheHousesatsolongthat

Richardinsisted,afterherillness,thatshemustsleepundisturbed.Andreallyshe

preferredtoreadoftheretreatfromMoscow.Heknewit.Sotheroomwasan

attic;thebednarrow;(p.35.)

(3)Mrs.Ramsayの 、 人 々 を 結 び つ け よ う と す る 試 み が 切 で あ る ほ ど 、 そ の 根 底 に は 生 の 苛 酷

さ と 人 間 の 孤 独 に 対 す る 彼 女 の 認 識 が あ る と い う こ と も 見 逃 し て は な ら な い 。(4,7尻 加

、乙∫9ぬ'ぬoz4s6,P.66.,PP.95-96.,P.124.)

(4)こ の 引 用 文 に 直 接pampassgrassと い う 言 葉 は な い が 、"thesilver-greenspear-like

plants"がpampassgrassを 指 す こ と は 、 そ の 形 状 の 類 似 と 共 に 、p.35。,p.108,p.111.の

記 述 か ら も 明 ら か で あ る 。

(5)Mr.Ramsayは"thebeakofbrass"(p.63.)と い う 風 に 、 鳥 の こ の 攻 撃 的 側 面 か ら描 か

れ て い る 。

(6)Clarissaの 生 に 対 す るterrorに つ い て は 次 の よ う に 語 ら れ て い る 。

Then...therewastheterror;theoverwhelmingincapacity,one'sparentsgivingit

intoone'shands,thislife,tobelivedtotheend,tobewalkedwithserenly;there

wasinthedepthofherheartanawfulfear.Evennow,quiteoftenifRichard

hadnotbeentherereadingtheTゴ 〃z(38,sothatshecouldcrouchlikeabirdand

graduallyrevive,sendroaringupthatimmeasurabledelight,rubbingstickto

stick,onethingwithanother,shemusthaveperished.(p.203.)

(7)こ の め ん ど り の イ メ ー ジ に つ い て は 、N.C.Thakurが 次 の よ う に 説 明 し て い る 。

Mr.Ramsay'ssaying"Prettypretty"notonlygaveMr.Bankesanoddillumination

aboutRamsay'sbeingsimpleandsympathetictohumblebeings,butalsogavehim

aninsightintohisunconsciousdesiretohaveawifeandchildren.(NC.Thakur,

π6Sy〃z∂01ゴs〃2(ゾ レ7㎎ 腕 名αW∂oヶ,London,OxfordUniversityPress,1965,p.86.)

(8)げ.,拙 稿 「四 つ の"party"VirginiaWoolfの 中 期 三 小 説 に お け る"moment"」(Osα α々

L舵 名卿1ぞ 伽6ω 第14号 、1975)
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(9)

(10)

(11)

ダロウェイ夫人 とラムゼ イ夫人 ヴァージニア ・ウル フのイメジャ リ研 究II

「空
、 陸、 海 一一 ヴ ァー ジニ ア ・ウル フの イ メジ ャ リ研 究 」

"鴬.1)α"oω 咤y,p,204.

「空
、 陸、 海 一一一ヴ ァー ジニ ア ・ウル フの イ メジ ャ リ研 究」
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